
頑張った走ろう会

「やるぞ！と夢中になって遊ぶ子」
をめざして

白羽小学校６年１組
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　池新田幼稚園では、「こうし
たい！」「またやりたい！」と
考えたり工夫したりして存分
に遊びを楽しんでほしいとい
う願いのもと、１１３人の園
児が元気に生活しています。
　３学期に入って間もなくの
ことですが、年長の数人の子
どもたちから人が乗れるキャ
ンピングカーを作りたいと要
求があり、制作が始まりまし
た。台車は調達できましたが、
ボディーを作るのに何度も失
敗を繰り返し、試行錯誤しな
がら何日もかけてやっとでき

あがりました。現在友達を乗
せて園内を悠々と走り、今な
お進化を続けています。
　このように子どもたちは遊
びを通じてさまざまな体験を
重ね、試行錯誤を繰り返しな
がら意欲や態度、豊かな心を
培っていくのだと考えます。
子どもたちが自ら「やってみ
よう」と心と体を動かし夢中
になって遊び込む生活を実現
するために、私たちはその遊
びを読み解き思いに寄り添え
るよう、努力していきたいと
思っております。

　僕は走ることが好きだ。僕
の学校には、浜の子走ろう会
という持久走記録会があり、
５、６年生は１２００㍍を走
る。僕は昨年２位で悔しい思
いをし、小学校最後の今年は、
絶対１位になりたいという思
いからたくさん練習した。
スタート直前は不安だった
が、今までやってきたことを
思い出して「僕ならできる」と
言い聞かせると気持ちはすご
く楽になった。
スタートの合図とともに、
僕は飛び出した。スタートし
てすぐは、「練習したことを意

識して走れ、これなら勝てる
ぞ」と思った。ところが残り
３００㍍で急に苦しくなっ
た。「楽しろ」という弱い心と、
「負けるな」という強い心がぶ
つかっていた。
「航成頑張れ！」
お父さんの声が聞こえた。こ
の日のために青森から駆けつ
けてくれたのだ。「あと少しな
ら走れる」。そう思って夢中で
走った。気が付くと１位でゴー
ルラインを走り抜けていた。
「頑張ったな」
というお父さんの一言がうれ
しかった。

▶池新田幼稚園
　園児数　１１３人
　園　長　河原﨑睦美
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